
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：矢部川東津留地区築堤基礎

その他工事
�２ 発 注 者：九州地方整備局 筑後川河川事務所
�３ 工事場所：福岡県みやま市瀬高町東津留地先
�４ 工 期：平成２６年９月１０日～

平成２７年３月３１日

本工事は、平成２４年７月の九州北部豪雨による
災害に対し、矢部川水系において河川激甚災害対
策特別緊急事業の内、引堤をするための築堤基礎
及び既設水路の付替えを行う工事である。
築堤基礎は、盛土安定対策として深層混合処理
（スラリー撹拌）により杭径１６００mm、杭長９．０
m～９．５mの二軸ラップ式（壁式改良部）と、杭
長８．５m～３．５mの二軸接円式（杭式改良部）を施
工する。
壁式改良は、改良率５０％で洪積層着底改良、杭式
改良は、改良率３０％でフローティング改良である。
壁式改良は、すべり対策として洪積層（Dg層）
への着底形式の改良である。
杭式改良は、不同沈下対策として壁式改良下端
より４５度の範囲で階段状に計画されている。
広範囲の地盤改良工における支持層の事前調査

方法で工夫した点について述べる。

２．現場における問題点

全施工区間におけるボーリング調査間隔は、２００
～２５０mであり、地盤改良の施工延長は３００mで
ある。改良範囲前後のボーリングデータから支持
層がなだらかに傾斜していることが判別でき、改
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図―１ 地盤改良標準断面図

図―２ 改良範囲前後の地質図
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良範囲中間部では支持層が計画深度より深くなっ
ている可能性があった。
支持層の起伏により壁式改良の改良長が変更と
なった場合以下の問題が発生する。
①改良対象層（Ac１／Ac２層）及び支持層（Dg層）
が計画深度より浅い位置に確認された場合には、
支持層へ根入れ１mを確保して施工する。
②改良対象層及び支持層が計画深度よりも深い位
置に確認された場合には、別途改良体の安定計
算（壁式改良部）が必要となる。
③壁式改良長が±１．０m以上変化した場合には、
杭式改良長の変更が必要となる。
施工延長が長いため土層の起伏による施工途中
での改良長の変更が懸念された。
そのため改良範囲の支持層深度を事前に調査し、
土層の起伏を確認することが課題であった。

３．工夫・改善点と適用結果

地盤改良範囲は３００mと長く、改良範囲の改良
土質、改良長を把握する方法として、地盤改良機
による貫入試験調査を行うこととした。
貫入試験調査は改良範囲中間部で行い、支持層
の起伏が±１m以上ある場合は、さらに中間で
貫入試験を実施するよう計画した。
まず、設計時のボーリング付近でボーリングを

行い、改良対象層（Ac１／Ac２層）及び支持層（Dg
層）が計画深度の位置にあることを確認した。
また、地盤改良機による現場配合試験において、
貫入電流値の上昇及び、貫入速度の変化により支
持層へ着底したと判断し、深度確認を行った。
その結果、設計改良長と支持層が適正であるこ
とを確認した。
そのデータを基に、改良範囲中間付近で地盤改
良機による貫入試験調査を実施した。
その結果、同様に支持層深度において貫入電流
値の上昇及び貫入速度が低下した事により、土層
の起伏はないと判断することができた。そのため
今回は、追加の貫入試験調査は行わないこととし
た。
また、施工機械で貫入試験を実施することで、
改良範囲の本施工が全て可能であることを事前に
確認することができた。

４．おわりに

今回の地盤改良では、壁式改良の杭長に異常は
見られなかったが、改良範囲が広い場合は、土層
（着底層）の起伏が考えられるため、ボーリング
データ、地質図から調査の必要箇所を判断し、貫
入試験調査を行い、土層を確認する。調査で起伏
が見られた場合は、貫入試験やボーリングを密に
行うことで対処するとよいと思われる。

図―３ 支持層の変化による施工改良長

図―４ 改良範囲とボーリング位置
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